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(57)【要約】
【課題】隣接セルのスペクトラムリソースとチャネルリ
ソースを借用する下りリンク伝送システム及び方法を提
供する。
【解決手段】この下りリンク伝送システムにおいて、端
末があるセルの無線ノードは、その送信チャネル、その
送信周波数帯域内のリソースブロックの一部又は全部を
用いて、端末があるセルに隣接するセルの無線ノードは
、それぞれの送信チャネルと送信周波数帯域内のリソー
スブロックの一部又は全部を用いて、共に単一ストリー
ム方式で業務データを前記端末に送信する。本発明によ
れば、スペクトラム借用が複数のセルに制限されるとい
った関連技術の問題を解消することができ、周波数空間
再利用の仕組みを一定に維持し、隣接セル間の干渉を制
御する前提で、端末が複数のセルの周波数帯域による共
同サービスを受ける領域を向上させ、セルエッジにある
端末の伝送速度を向上できる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周波数再利用の要求に応じて、同一又は異なる送信周波数帯域を用いてそのサービスエ
リアの端末に業務を提供する複数の隣接或は近接する無線ノードと、少なくとも１つの端
末を備え、隣接する無線ノードの送信信号によりカバーされる領域に重なりがある、隣接
セルのスペクトラムリソースとチャネルリソースを借用する下りリンク伝送システムであ
って、
　端末があるセルの無線ノードは、その送信チャネル、送信周波数帯域内のリソースブロ
ックの一部又は全部を用いて、前記端末があるセルの隣接セルの無線ノードは、それぞれ
の送信チャネルと送信周波数帯域内のリソースブロックの一部又は全部を用いて、共に単
一ストリーム方式で業務データを前記端末に送信し、
　前記単一ストリーム方式は、前記端末に業務データを送信する過程において、前記隣接
セルの無線ノードのリソースブロックおよび前記端末があるセルの無線ノードのリソース
ブロックのいずれにも、同一伝送ブロックの集合に属するデータが積載され、
　無線端末が位置するセルの無線ノードは、無線端末の制御ノードであり、単一ストリー
ム方式における伝達に必要な制御指令は、制御ノードと無線端末の間で、その間の制御チ
ャンネルを介して伝達される、
　ことを特徴とする下りリンク伝送システム。
【請求項２】
　前記下りリンク伝送システムは、同時或は時分割に前記隣接セルの無線ノードのリソー
スブロックの全部又は一部、および前記端末があるセルの無線ノードのリソースブロック
の全部又は一部を用いて、前記業務データを送信する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の下りリンク伝送システム。
【請求項３】
　前記端末に業務データを送信する過程において、前記隣接セルの無線ノードおよび前記
端末があるセルの無線ノードは、前記端末により報告されるチャネル品質指示に基づいて
、特定のリソースブロックでの送信電力をそれぞれ調整する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の下りリンク伝送システム。
【請求項４】
　前記無線ノードは、独立した基地局と分散型基地局のリモート無線ユニットを含み、
　前記無線ノードのアンテナは、異なるサイトに配置されるアンテナと、同一サイトに配
置され、異なる領域をカバーするアンテナとを含む、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の下りリンク伝送システム。
【請求項５】
　前記端末は、異なる無線ノードからの、異なる周波数帯域を有する信号に対し一括でダ
ウンコンバートとベースバンド処理を行い、線形重ね合わせの原理により、前記端末に送
信されるデータを、対応する無線ノードの送信データから選り分け、
　前記端末がネットワーク側に報告されるチャネル品質指示情報は、端末があるセルの無
線ノードの作業スペクトラムにおけるチャネル品質指示情報と、隣接セルの無線ノードの
作業スペクトラムにおけるチャネル品質指示情報とを含む、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の下りリンク伝送システム。
【請求項６】
　前記端末は、セルエッジにある端末である、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の下りリンク伝送システム。
【請求項７】
　前記リソースブロックは、特定の時間帯のスペクトラムに対応するものと、直交周波数
再利用において特定の時間帯のサブキャリア群に対応するものとのいずれかである、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の下りリンク伝送システム。
【請求項８】
　隣接セルのスペクトラムリソースとチャネルリソースを借用する下りリンク伝送方法で
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あって、
　単一ストリーム伝送に参与可能な予選される隣接セルの無線ノードの集合を決定するス
テップと、
　前記予選された隣接セルの無線ノードの集合から、単一ストリーム伝送に参与する１つ
又は複数の作業無線ノードを選択するステップと、
　端末に伝送すべき業務データを、前記１つ又は複数の作業無線ノードと端末があるセル
の無線ノードとを含む単一ストリーム伝送用無線ノードに送信するステップと、
　前記単一ストリーム伝送用無線ノードが単一ストリーム方式で前記端末に前記業務デー
タを送信するステップと、
　を含み、
　前記単一ストリーム方式は、前記端末に業務データを送信する過程において、前記隣接
セルの無線ノードのリソースブロックおよび前記端末があるセルの無線ノードのリソース
ブロックのいずれにも、同一伝送ブロックの集合に属するデータが積載され、
　無線端末が位置するセルの無線ノードは、無線端末の制御ノードであり、単一ストリー
ム方式における伝達に必要な制御指令は、制御ノードと無線端末の間で、その間の制御チ
ャンネルを介して伝達される、
　ことを特徴とする下りリンク伝送方法。
【請求項９】
　前記予選される隣接セルの無線ノードの集合を決定するステップにおいて、
　基地局は、１群の隣接セルの識別符号標識からなる、特定の隣接セルの無線ノードから
送信される信号を指定するプローブの集合を前記端末に送信し、
　前記端末は、前記プローブの集合により指定された信号の測定結果を報告し、
　ネットワーク側は、前記端末により報告された測定結果に基づいて、対応するセルの信
号品質が閾値に達するか否かを判断し、信号品質が閾値に達したセルの無線ノードを、単
一ストリーム伝送に参与可能な予選される隣接セルの無線ノードとする、
　ことを特徴とする請求項８に記載の下りリンク伝送方法。
【請求項１０】
　前記１つ又は複数の作業無線ノードを選択するステップにおいて、
　前記予選された隣接セルの無線ノードに対応する隣接セルについて、その過負荷指示情
報に基づいて、リソースの残りがあるか否かを判断し、
　リソースの残りがある各々の隣接セルについて、それぞれリソース残量を取得し、それ
に隣接するセルにより借用される申請リソース量を取得し、
　借用されるリソースを差し引いた剰余リソース量も閾値に達する隣接セルについて、そ
の無線ノードを前記作業無線ノードとする、
　ことを特徴とする請求項８又は９に記載の下りリンク伝送方法。
【請求項１１】
　前記業務データを前記単一ストリーム伝送用無線ノードに送信するステップは、１つの
伝送ブロックの集合内のデータを、Ｉ／Ｑデジタルベースバンド方式で、前記単一ストリ
ーム伝送用無線ノードのリソースブロックに割り当てることを含む、
　ことを特徴とする請求項８に記載の下りリンク伝送方法。
【請求項１２】
無線端末は、各無線ノードのリソースブロックの位置と、伝達ブロックの集合の伝送形式
指示情報などに基づいて、１つ又は複数の無線ノードからの、同一伝送ブロック集合に属
するデータを復調、復号化することを特徴とする請求項１に記載の下りリンク伝送システ
ム。
【請求項１３】
単一ストリーム伝送用無線ノードが、単一ストリーム方式で無線端末に業務データを送付
後、
無線端末は、各無線ノードのリソースブロックの位置と、伝達ブロックの集合の伝送形式
指示情報などに基づいて、１つ又は複数の無線ノードからの、同一伝送ブロック集合に属
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するデータを復調、復号化することを特徴とする請求項８に記載の下りリンク伝送方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、特に、隣接セルのスペクトラムリソースとチャネルリソー
スを借用する下りリンク伝送システム及び方法に関する。この下りリンク伝送システム及
び方法は、隣接セルの送信システムを利用して、借用した隣接セルのスペクトラムにおい
て、本セルの端末にデータを送信するものである。
【背景技術】
【０００２】
　セル間干渉調整（Ｉｎｔｅｒ－Ｃｅｌｌ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｃｏｏｒｄｉｎ
ａｔｉｏｎ、以下、ＩＣＩＣと略称する）の中核問題は、複数のセル間において無線リソ
ースの利用を調整することである。特に、セルエッジに注目する必要がある。ＩＣＩＣは
、複数のセル間において、空間、時間、周波数チャネルリソース及び電力を調整すること
により、隣接セル間の干渉を低減するものである。
【０００３】
　時間・周波数領域の干渉調整技術は、静態、半静態及び動態型の時間・周波数領域リソ
ース調整に分けることができる。静態型は、主に、セル計画の際に、セル間計画により決
定される。リソースの調整は、セル間の負荷と業務特徴の変動に基づき変更できるが、こ
の変更の周期は通常長い。半静態型については、リソース割当の周期は静態型よりも短い
。動態型の調整方式については、高頻度でリソースの割当を実施する。動態型が取得でき
るゲインは一番高いが、測定と情報報告に必要なオーバヘッドが大きく、複数のセル間に
おいてリアルタイム通信を頻繁に行う必要がある。
【０００４】
　セル間干渉を解決するための基本策は、「Ｓｏｆｔ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｒｅｕｓｅ
」または「Ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｒｅｕｓｅ」である。当該技術
は、ＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ、直交周波数分割多重）システムの全てのサブキャリアをｍ組に分け、隣接セ
ル毎に、異なる組のサブキャリアを本セルの主サブキャリアとして選択し、他のサブキャ
リアを本セルの副サブキャリアとして選択して、主サブキャリアの送信電力閾値が副サブ
キャリアの送信電力閾値よりも高いように、各セルの主サブキャリアと副サブキャリアに
対して異なる送信電力閾値を設定し、主サブキャリアのカバー範囲でセルの境界を決定す
るものである。セルの中央からセルのエッジまでには、セル全体の範囲をカバーできる主
サブキャリアが割り当てられ、空き領域には、セルの内部のみをカバーする副サブキャリ
アが割り当てられる。
　このように、セルの内部は、主に電力の低い副サブキャリアによりデータを伝送する。
セル内部は基地局に近いから、端末が本セルの基地局から明瞭な信号を受信することが可
能である。そして、副サブキャリアの電力が小さいため、隣接セル間の干渉も小さい。一
方、各隣接セルのエッジ領域は、いずれも電力の高い主サブキャリアによりデータを伝送
し、エッジ領域にある端末は、主に、異なる隣接セルの主サブキャリアを受信する。異な
る隣接セルの主サブキャリアが重ね合わせないまま直交するため、相互の干渉を大きく削
減できる。
　「Ｓｏｆｔ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｒｅｕｓｅ」又は「Ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｒｅｕｓｅ」に関する特許技術として、特許文献１「ＯＦＤＭ移動通信シ
ステムの電力計画によりセル間干渉を調整する方法」と、特許文献２「単一周波数網にお
けるアップリンク干渉調整方法、基地局、端末およびネットワーク」がある。この方法は
、現在の第三世代移動通信の長期発展システム標準において検討されつつある。
　しかしながら、この技術はセルエッジの周波数リソースが制限され、数多くのユーザや
高いデータ速度をサポートすることが困難であるという欠点がある。
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【０００５】
　「Ｓｏｆｔ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｒｅｕｓｅ」における、セルエッジの周波数リソー
スが制限される問題を緩和するための基本的な考え方は、セルエッジの周波数再利用係数
を向上させることであり、つまり、エッジ領域の決まった再利用係数、例えば１／３の制
限を解除することである。非特許文献１に示された技術提案「Ｒ１－０５１０５９」は、
隣接セルの負荷が軽いとき、隣接セルの周波数を借用して本セルのエッジ端末の伝送速度
を向上させる考え方を提供している。
　図１には、当該方法の模式図を示す。当該案において、セルの内部は、低減可能な電力
で周波数帯全体を利用するが、セルエッジの周波数再利用係数は、常に１／３のままでは
なく、隣接セル間のエッジ負荷により調整されるものである。あるセルエッジのユーザが
少ないとき、利用可能な周波数を１／３よりも小さくする。同時に、その隣接セルのエッ
ジの負荷が重いとき、その隣接セルのエッジの利用可能な周波数が１／３を超える。全て
のセルエッジのユーザ負荷が重い場合、各セルエッジの利用可能な周波数がいずれも１／
３である。
【０００６】
　図１を参照すると、「Ｒ１－０５１０５９」案により提供された、セル間エッジに用い
るソフト周波数再利用方法は、もし第１の時刻で、セル１のエッジ負荷が重いが、その隣
接セル２、４、６のエッジ負荷が軽く、セル３、５、７のエッジ負荷が普通である場合、
セル３、５、７のエッジはやはり１／３の周波数帯を占用するが、セル２、４、６は一部
の周波数を残してセル１のエッジユーザに使用させ、この際、セル１のエッジユーザの占
用する周波数帯は１／３を超えるものである。もし第Ｍの時刻で、セル１のエッジ負荷が
普通であるが、その隣接セル２、４、６のエッジ負荷が重く、セル３、５、７のエッジ負
荷がいずれも軽い場合、当該案によれば、セル１には、元の１／３の利用可能な周波数帯
が割り当てられ、セル３、５、７は一部の周波数を残してセル２、４、６のエッジユーザ
に使用させ、この際、セル２、４、６のエッジユーザの利用可能な周波数は元の１／３の
利用可能な周波数を超える。
【０００７】
　上述した本セルの送信システムにより、借用した隣接セルのスペクトラムで本セルの端
末にデータを送信する方法において、他のセルからの、そのエッジに用いる周波数の借用
は、当該周波数を使用する全ての隣接セルのエッジ負荷が軽い場合以外は借用できないこ
とを前提とする。例えば、図１において、第Ｍの時刻で、セル３、５の両方のエッジ負荷
が軽く、セル７のエッジユーザが多い場合にも、セル３、５、７から周波数を借用するこ
とはできない。図１には、７個の隣接セルの構造の場合のみを示す。
　周波数再利用係数が１／３のネットワーク構築モードにも同様な問題がある。作動周波
数がそれぞれｆ１、ｆ２、ｆ３である３つの隣接セルの間でスペクトラムを借用する際に
、例えば、作動周波数がｆ１のセルが、ｆ２を借用する場合、作動周波数がｆ１のセルに
隣接する２つのセルｆ２の両方とも軽い負荷を有するのでなければ、借用できない。換言
すれば、作動周波数がｆ１のセルのエッジ端末が周波数ｆ２のリソースブロック（Ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ、　ＲＢと略称）の一部又は全部を使用するとき、作動周波数が
ｆ１のセルに隣接するセルの両方とも干渉される恐れがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】中国特許出願ＣＮ２００５１００６８１３３号
【特許文献２】中国特許出願ＣＮ２００６１００８７９８３号
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　Ｒ１－０５１０５９　（Ｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌ　ｉｎｔｅｒ
ｆｅｒｅｎｃｅ　ｍｉｔｉｇａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ＥＵＴＲＡ．　Ｔｅｘａｓ＿Ｉｎｓｔ
ｒｕｍｅｎｔｓ，　３ＧＰＰ　ＲＡＮ　ＷＧ１　＃４２ｂｉｓ，　Ｓａｎ　Ｄｉｅｇｏ，
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　Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ，　ＵＳ，　Ｏｃｔｏｂｅｒ，　２００５）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、本セルの送信システムにより、借用した隣接セルのスペクトラムにて本セル
の端末にデータを送信する際にスペクトラムの借用が複数のセルに制限され、本セルの隣
接セルが干渉される恐れがあるという、関連従来技術の問題に鑑みてなされたもので、隣
接セルの送信システムを用いて、借用した隣接セルのスペクトラムにて本セルの端末にデ
ータを送信する技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様により、隣接セルのスペクトラムリソースとチャネルリソースを借用す
る下りリンク伝送システムが提供される。
　この下りリンク伝送システムでは、周波数再利用の要求に応じて、同一又は異なる送信
周波数帯域を用いてそのサービスエリアの端末に業務を提供する複数の隣接或は近接する
無線ノードと、少なくとも１つの端末を備え、隣接する無線ノードの送信信号によりカバ
ーされる領域に重なりがある。端末があるセルの無線ノードは、その送信チャネル、送信
周波数帯域内のリソースブロックの一部又は全部を用いて、端末があるセルの隣接セルの
無線ノードは、それぞれの送信チャネルと送信周波数帯域内のリソースブロックの一部又
は全部を用いて、共に単一ストリーム方式で業務データを端末に送信する。
【００１２】
　更に、前記単一ストリーム方式では、前記端末に業務データを送信する過程において、
前記隣接セルの無線ノードのリソースブロックおよび前記端末があるセルの無線ノードの
リソースブロックのいずれにも、同一伝送ブロックの集合に属するデータが積載され、
　無線端末が位置するセルの無線ノードは、無線端末の制御ノードであり、単一ストリー
ム方式における伝達に必要な制御指令は、制御ノードと無線端末の間で、その間の制御チ
ャンネルを介して伝達される。
【００１３】
　前記下りリンク伝送システムでは、端末に業務データを送信する過程において、隣接セ
ルの無線ノードおよび端末があるセルの無線ノードは、端末により報告されるチャネル品
質指示に基づいて、特定のリソースブロックでの送信電力をそれぞれ調整することが好ま
しい。
　また、前記下りリンク伝送システムでは、同時或は時分割に隣接セルの無線ノードのリ
ソースブロックの全部又は一部、および端末があるセルの無線ノードのリソースブロック
の全部又は一部を用いて、業務データを送信できる。
【００１４】
　前記無線ノードは、独立した基地局と分散型基地局のリモート無線ユニットを含み、無
線ノードのアンテナは、異なるサイトに配置されるアンテナと、同一サイトに配置され、
異なる領域をカバーするアンテナとを含むことが好ましい。
【００１５】
　前記端末は、異なる無線ノードからの、異なる周波数帯域を有する信号に対し一括でダ
ウンコンバートとベースバンド処理を行い、線形重ね合わせの原理により、端末に送信さ
れるデータを、対応する無線ノードの送信データから選り分け、端末がネットワーク側に
報告されるチャネル品質指示情報は、端末があるセルの無線ノードの作業スペクトラムに
おけるチャネル品質指示情報と、隣接セルの無線ノードの作業スペクトラムにおけるチャ
ネル品質指示情報とを含む。
【００１６】
　前記端末は、セルエッジにある端末である。
【００１７】
　前記リソースブロックは、特定の時間帯のスペクトラムに対応するものと、直交周波数
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再利用において特定の時間帯のサブキャリア群に対応するものとのいずれかである。
【００１８】
　本発明の別の態様により、隣接セルのスペクトラムリソースとチャネルリソースを借用
する下りリンク伝送方法が提供される。
　本発明に係る下りリンク伝送方法は、単一ストリーム伝送に参与可能な予選される隣接
セルの無線ノードの集合を決定するステップと、予選された隣接セルの無線ノードの集合
から、単一ストリーム伝送に参与する１つ又は複数の作業無線ノードを選択するステップ
と、端末に伝送すべき業務データを、１つ又は複数の作業無線ノードと端末があるセルの
無線ノードとを含む単一ストリーム伝送用無線ノードに送信するステップと、単一ストリ
ーム伝送用無線ノードが単一ストリーム方式で端末に業務データを送信するステップとを
含み、
　前記単一ストリーム方式は、前記端末に業務データを送信する過程において、前記隣接
セルの無線ノードのリソースブロックおよび前記端末があるセルの無線ノードのリソース
ブロックのいずれにも、同一伝送ブロックの集合に属するデータが積載され、
　無線端末が位置するセルの無線ノードは、無線端末の制御ノードであり、単一ストリー
ム方式における伝達に必要な制御指令は、制御ノードと無線端末の間で、その間の制御チ
ャンネルを介して伝達される。
【００１９】
　予選される隣接セルの無線ノードの集合を決定するステップにおいて、基地局は、１群
の隣接セルの識別符号標識からなる、特定の隣接セルの無線ノードから送信される信号を
指定するプローブの集合を端末に送信し、端末は、プローブの集合により指定された信号
の測定結果を報告し、ネットワーク側は、端末により報告された測定結果に基づいて、対
応するセルの信号品質が閾値に達するか否かを判断し、信号品質が閾値に達したセルの無
線ノードを、単一ストリーム伝送に参与可能な予選される隣接セルの無線ノードとするこ
とが好ましい。
【００２０】
　前記１つ又は複数の作業無線ノードを選択するステップにおいて、予選された隣接セル
の無線ノードに対応する隣接セルについて、その過負荷指示情報に基づいて、リソースの
残りがあるか否かを判断し、リソースの残りがある各々の隣接セルについて、それぞれそ
のリソース残量を取得し、それに隣接するセルにより借用される申請リソース量を取得し
、借用されるリソースを差し引いた剰余リソース量も閾値に達する隣接セルについて、そ
の無線ノードを作業無線ノードとすることが好ましい。
【００２１】
　前記業務データを単一ストリーム伝送用無線ノードに送信するステップは、１つの伝送
ブロックの集合内のデータを、Ｉ／Ｑデジタルベースバンド方式で、単一ストリーム伝送
用無線ノードのリソースブロックに割り当てることを含むことが好ましい。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の上述した技術思想の少なくとも１つは、隣接セルの送信システム（送信チャネ
ル）を用いて、当該借用された隣接セルのスペクトラムにて本セルの端末にデータを送信
することにより、スペクトラム借用が複数のセルに制限されるといった関連技術の問題を
解消することができる。また、電力制御措置を結び付けて、隣接セルが共通にカバーする
領域を動態的に調整することにより、周波数空間再利用の仕組みを一定に維持し、隣接セ
ル間の干渉を制御する前提で、端末が複数のセルの周波数帯域による共同サービスを受け
る領域を向上させ、セルエッジにある端末の伝送速度を向上させることができる。
【００２３】
　本発明の他の特徴及びメリットは、明細書において説明され、明細書における説明から
さらに明確になり、又は本発明を実施することによってさらに把握できる。本発明の目的
及び他のメリットは明細書と特許請求の範囲及び図面において特別に指摘した構造によっ
て実現して取得できる。
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【図面の簡単な説明】
【００２４】
　図面は、本発明を更に理解するためのものであり、明細書の一部を構成する。また、本
発明の実施例と共に本発明を解釈するもので、本発明を限定するものではない。図面にお
いて、
【図１】は、関連従来技術に係るセル間周波数借用方法を示す図である。
【図２】は、本発明の実施例に係る下りリンク伝送システムを示す図である。
【図３】は、本発明の実施例に係る単一ストリーム方式による業務データの送信を示す図
である。
【図４】は、本発明の実施例に係る下りリンク伝送方法のフローチャートである。
【図５】は、本発明の実施例に係る分散型基地局内部のノード間での隣接セルのスペクト
ラム借用の下りリンク業務伝送実例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　上述したように、本発明は、本セルの送信システムにより、借用した隣接セルのスペク
トラムで本セルの端末にデータを送信する際にスペクトラムの借用に制限があるといった
関連技術の問題に鑑みて、隣接セルの送信システム（送信チャネル）により、借用した隣
接セルのスペクトラムで本セルの端末にデータを送信することを提案する。言い換えれば
、本発明の技術思想において、本セルは、隣接セルのスペクトラムリソースだけでなく、
隣接セルの送信チャネルも借用する。
【００２６】
　スペクトラムリソースの借用方式は、無線端末と隣接セルの無線端末との間で、異なる
セルエッジのスペクトラムリソースをカバーする共通周波数帯域において共同的に周波数
ホッピングによりそれぞれのセルに属するセルエッジのスペクトラムリソースを共有する
など、様々なものがある。
【００２７】
　また、本発明で言う端末とは、主に、セルエッジにある端末をいうが、これに限定され
ない。
　本発明で言うリソースブロック（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ、　ＲＢと略称）とは
、（１）特定の時間帯内のスペクトラムに対応するものと、（２）直交周波数再利用にお
いて特定の時間帯内のサブキャリア群に対応するものとのいずれかであっでもよいが、こ
れに限定されない。
【００２８】
　以下、図面を参照しながら、本発明の好適な実施例を説明する。なお、ここで説明され
る好適な実施例は、本発明を説明ないし解釈するものに過ぎず、本発明を限定するもので
はない。
【実施例１】
【００２９】
　本発明の実施例により、隣接セルのスペクトラムリソースとチャネルリソースを借用す
る下りリンク伝送システムが提供される。より詳しくは、この下りリンク伝送システムは
、下りリンク単一ストリーム伝送（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｓｔｒｅａｍ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉ
ｏｎ）システムとも言われる。
【００３０】
　図２には、本発明の実施例に係る隣接セルのスペクトラムリソースとチャネルリソース
を借用する下りリンク伝送システムの模式図を示す。この下りリンク伝送システムは、図
２に示すように、複数の隣接或は近接する無線ノード（図２では、７つの無線ノード２０
１ａないし２０１ｇ）と、少なくとも１つの端末（図２では、無線ノード２０１ａがある
セルに位置する端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ，　ＵＥ）２０２）を備える。複数
の近接する無線ノードは、周波数再利用の要求に応じて、同一又は異なる送信周波数帯域
を用いてそのサービスエリアの端末に業務を提供し、隣接する無線ノードの送信信号によ



(9) JP 2013-132084 A 2013.7.4

10

20

30

40

50

りカバーされる領域に重なりがある。２０３は、端末の業務チャネルを示し、サービスセ
ルのリソースブロック（ＳＲＢ）と借用した他のセルのリソースブロック（ＢＲＢ１ない
しＢＲＢｎ）からなる。
【００３１】
　複数の近接する無線ノードが周波数再利用の要求に応じて同一又は異なる送信周波数帯
域を用いてそのサービスエリアの端末に業務を提供するというのは、（１）無線ノードが
、そのカバーするセル内部の端末に対して、再利用ファクタ１でその隣接セルとの間で周
波数再利用を実現する場合、各無線ノードが同一のスペクトラムでそのセル内部の端末に
サービスすることができること、（２）無線ノードによりカバーされる領域のエッジ領域
において、地理的には近接するが、異なるセルエッジ領域に属する無線端末の間で干渉が
発生され、この干渉を回避する方法として、各セルがそのエッジ領域で異なるスペクトラ
ムを用いる方法があることをいう。
　しかし、当該方法は、隣接セルのエッジ端末間の干渉を回避することができるが、各セ
ルのエッジ領域にある端末の利用可能なスペクトラム帯域幅が著しく低減する。本発明に
おいて、この問題を解決する基本対策は、隣接セル間でスペクトラムと送信チャネルを共
有することにより、エッジ端末の使用可能な帯域幅を向上させることである。帯域幅の共
有は、セルのエッジ領域に用いる直交する（即ち、排他的な）周波数帯域の間で行っても
よく、システム全体の使用可能な周波数帯域内で行ってもよいが、各セルの実際の負荷状
況によって決まる。
【００３２】
　端末２０２があるセルの無線ノード（例えば、図２に示す無線ノード２０１ａ）は、そ
の送信チャネル、その送信周波数帯域内のリソースブロックの一部又は全部を用いて、端
末があるセルに隣接するセルの幾つかの無線ノード（例えば、図２に示す無線ノード２０
１ｂ、２０１ｇ、２０１ｆ）は、それぞれの送信チャネルと送信周波数帯域内のリソース
ブロックの一部又は全部を用いて、共に単一ストリーム方式で業務データを端末に送信す
る。
【００３３】
　システムは、同時或は時分割に隣接セルの無線ノードのリソースブロックの全部又は一
部、および端末があるセルの無線ノードのリソースブロックの全部又は一部を用いて、業
務データを送信することができる。システムが時分割により隣接セルの無線ノードのリソ
ースブロックの全部又は一部および端末があるセルの無線ノードのリソースブロックの全
部又は一部を用いて業務データを送信する例として、無線端末が周波数ホッピング（ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ　ｈｏｐｐｉｎｇ）により隣接或は近接する無線ノードからデータを受信
することが挙げられる。
【００３４】
　上述した単一ストリーム方式とは、端末２０２に業務データを送信する過程において、
隣接セルの無線ノード（例えば、図２に示す無線ノード２０１ｂ、２０１ｇ、２０１ｆ）
のリソースブロックおよび端末があるセルの無線ノード（例えば、図２に示す無線ノード
２０１ａ）のリソースブロックのいずれにも、同一伝送ブロックの集合に属するデータが
積載されることをいう。具体的に、異なる無線ノードにより無線端末にデータを送信する
前に、これらのデータを一括で直交変換（例えば、逆高速フーリエ変換）して、形成され
る同一伝送ブロック集合内のデータを、異なる無線ノードの異なる周波数帯域に割り当て
て送信する。
【００３５】
　具体的に、図３には、単一ストリーム方式で業務データを送信する模式図を示す。図３
に示すように、サービスセル（または本セルと言われる。例えば、無線ノード２０１ａが
あるセル）のリソースブロックＳＲＢの集合における一部のリソースブロック、隣接セル
１（例えば、無線ノード２０１ｂがあるセル）のリソースブロックの集合内の一部のリソ
ースブロックＢＲＢ１、隣接セル２（例えば、無線ノード２０１ｇがあるセル）のリソー
スブロックの集合内の一部のリソースブロックＢＲＢ２、・・・、隣接セルｎのリソース
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ブロックの集合内の一部のリソースブロックＢＲＢｎには、同一伝送ブロック集合内のデ
ータが積載されている。
【００３６】
　融通性を実現するために、時分割によりサービスセルのリソースブロック（ＳＲＢ）の
集合における一部のリソースブロック、隣接セル１のリソースブロックの集合内の一部の
リソースブロックＢＲＢ１、隣接セル２のリソースブロックの集合内の一部のリソースブ
ロックＢＲＢ２、・・・、隣接セルｎのリソースブロックの集合内の一部のリソースブロ
ックＢＲＢｎを使用してもよく、毎回は１つ又は複数の隣接セル内のリソースブロックを
使用して同一伝送ブロック集合内のデータを伝送する。複数の隣接セル内のリソースブロ
ックを同時に使用して同一伝送ブロック集合内のデータを伝送するとき、これらのリソー
スブロックは、使用時間において、異なるアンテナ上のリソースブロックが端末受信アン
テナに達する時間差がＯＦＤＭ符号の循環プリフィックス（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ
）よりも小さいというＯＦＤＭの同期要求を満たす必要がある。
【００３７】
　端末に業務データを送信する過程において、隣接セルの無線ノードおよび端末があるセ
ルの無線ノードは、端末により報告されるチャネル品質指標（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌ
ｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ、ＣＱＩ）に基づいて特定のリソースブロックでの送信電
力をそれぞれ調整することが好ましい。
【００３８】
　また、上記下りリンク伝送システムにおいて、無線ノードは、独立した基地局（無線周
波数（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）とベースバンド処理を含む伝統的な基地局）の
リモート無線ユニット（Ｒｅｍｏｔｅ　Ｒａｄｉｏ　Ｕｎｉｔ，　ＲＲＵ）であってもよ
く、分散型基地局のリモート無線ユニットであってもよい。無線ノードのアンテナは、異
なるサイトに配置されるアンテナであってもよく、同一サイトに配置され、異なる領域（
扇形領域）をカバーするアンテナであってもよい。
【００３９】
　この下りリンク伝送システムの端末２０２は、受信チャネルと、送信チャネルと、ベー
スバンド処理ユニットとを含む。受信チャネルの帯域幅は、端末があるセル（本セル）と
隣接セルの作業周波数帯域の一部又は全部を同時にカバーし、同時に本セルと隣接セルか
ら信号を受信することができる。送信チャネルの帯域幅は、端末があるセルと隣接セルの
作業周波数帯域の一部又は全部を同時にカバーする。端末は、異なる無線ノードからの、
異なる周波数帯域を有する信号に対し一括でダウンコンバートとベースバンド処理を行う
ことができ、線形重ね合わせの原理により、前記端末に送信されるデータを、対応する無
線ノードの送信データから選り分ける。
【００４０】
　端末２０２は、複数の隣接する無線ノードにより送信される信号から、異なるスペクト
ラムで並列伝送される複数の伝送ブロック集合を復調することができ、復調された複数の
伝送ブロック集合をデータストリームに合成することが好ましい。また、端末２０２は、
チャネル品質指示情報をネットワーク側に報告するときに、端末があるセルの無線ノード
の作業スペクトラムのチャネル品質指示情報だけでなく、隣接セルの無線ノードの作業ス
ペクトラムのチャネル品質指示情報も報告する。
【実施例２】
【００４１】
　本発明の実施例により、隣接セルのスペクトラムリソースとチャネルリソースを借用す
る下りリンク伝送方法が提供される。
【００４２】
　図４に示すように、この下りリンク伝送方法は、単一ストリーム伝送に参与可能な予選
される隣接セルの無線ノードの集合を決定するステップＳ４０２と、予選された隣接セル
の無線ノードの集合から、単一ストリーム伝送に参与する１つ又は複数の作業無線ノード
を選択するステップＳ４０４と、端末に伝送すべき業務データを、上記１つ又は複数の作
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業無線ノードと本セルの無線ノードを含む単一ストリーム伝送用無線ノードに送信するス
テップＳ４０６と、単一ストリーム伝送用無線ノードが単一ストリーム方式で端末に業務
データを送信するステップＳ４０８と、を備えることができる。
【００４３】
　以下、上述した処理ステップの各々を更に詳述する。
【００４４】
（１）ステップＳ４０２
　まず、基地局は、１群の隣接セルの識別符号標識からなる、特定の隣接セルの無線ノー
ドから送信されるパイロット信号や同期信号のような信号の特徴パラメータ（例えば、周
波数点、符号化方式、測定用窓など）を指定するプローブの集合（Ｐｒｏｂｅ　Ｓｅｔ）
を端末に送信し、端末は、プローブの集合により指定された信号の測定結果を報告し、ネ
ットワーク側は、端末により報告された測定結果に基づいて、対応するセルの信号品質が
閾値に達する（以上である）か否かを判断し、信号品質が閾値に達したセルの無線ノード
を、単一ストリーム伝送に参与可能な潜在的な予選される隣接セルの無線ノードとする。
本セルと隣接セルの切換え用のリファレンス信号の受信電力（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｙ
ｍｂｏｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ、ＲＳＲＰと略称される）を測定することによ
り、単一ストリーム伝送に参与可能な潜在的な隣接セルの無線ノードを認識することもで
きる。
【００４５】
（２）ステップＳ４０４
　予選された隣接セルの無線ノードに対応する隣接セルの過負荷指示情報（Ｏｖｅｒｌｏ
ａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ、ＯＩ）に基づいて、リソースの残りがあるか否かを判断し
、ＯＩにより、リソースの残りがない、即ち、既に過負荷していると指示された隣接セル
では、その周波数の借用を放棄し、リソースの残りがある隣接セルの各々では、そのリソ
ース残量を取得し、それに隣接するセルにより借用申請されるリソース量を取得する。こ
れらのデータは、基地局の間のＸ２インターフェースにより取得することができる。借用
申請されるリソースを差し引いた剰余リソース量も閾値に達する隣接セルでは、その無線
ノードを作業無線ノードとする。
【００４６】
　同一分散型基地局に所属する隣接セル間でのリソース借用は、ベースバンド処理ユニッ
ト（Ｂａｓｅ　Ｂａｎｄ　Ｕｎｉｔ、ＢＢＵ）が各セルの負荷状況をリアルタイムに記録
し、隣接セル間でのリソース借用も全般的に把握するため、基地局間のＸ２インターフェ
ースを介することなく、上記作業ノードの決定を行うことができる。
【００４７】
（３）ステップＳ４０６
　単一ストリーム伝送用無線ノードへの業務データの送信操作は、単一ストリーム伝送用
無線ノードのリソースブロックのそれぞれに同一伝送ブロックの集合内のデータを割り当
てることであってよい。
【００４８】
　ネットワーク側は、単一ストリーム伝送用無線ノードと呼べる（本セルの無線ノードと
上述した１つ又は複数の作業無線ノードを含む）、伝送に参与する無線ノードの各々のリ
ソース剰余率に基づいて、無線ノード毎により負荷される伝送速度又は負担される伝送量
を決定し、端末に伝送すべき業務データを各単一ストリーム伝送用無線ノード（または基
地局）に送信することが好ましい。
【００４９】
（４）ステップＳ４０８
　ネットワーク又はＢＢＵは、同一無線端末に送信される伝送ブロックを順次に伝送する
。１つの伝送ブロックの集合内のデータの伝送は、詳しくは、直交変換（例えば、フーリ
エ逆変換、ＩＦＦＴ）された１つの伝送ブロックの集合内のデータを、Ｉ／Ｑデジタルベ
ースバンド方式で、単一ストリーム伝送用無線ノードと決定された１つ又は複数の無線ノ
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ードにおけるリソースブロックに割り当てるという方法により行われる。
【００５０】
　ネットワーク又はＢＢＵは、チャネル品質指標（ＣＱＩ）に基づいて、各無線ノードの
単一ストリーム伝送用のスペクトラム送信電力やＡＲＱ方式などを制御する。
【００５１】
　無線端末は、次式で表される線形重ね合わせの原理により、異なる無線ノードからの、
異なる周波数帯域を有する信号に対し一括でダウンコンバートとベースバンド処理を行う
。また、次式で表される線形重ね合わせの原理により、端末に送信されるデータを、対応
する無線ノードの送信データから選り分ける。
【００５２】
　以下は、実例を挙げて本発明をさらに説明する。
【００５３】
　実例：分散型基地局内部のノード間での隣接セルのスペクトラム借用の下りリンク単一
ストリーム業務データ伝送
　図５は、１つの分散型基地局からなる無線アクセス網である。この無線アクセス網にお
いて、各サイトには、それぞれが異なるセル（扇形領域）をカバーし、異なる周波数帯域
、または同一周波数帯域内の異なる直交サブキャリア群を使用する３つのＲＲＵが無線ノ
ード２０１として配置されている。具体的に、ＲＲＵ　１　は周波数ｆ１を使用してセル
１をカバーし、ＲＲＵ　２は周波数ｆ２を使用してセル２をカバーし、ＲＲＵ　３は周波
数ｆ３を使用してセル３をカバーする。
【００５４】
　１つのＢＢＵは、３つの上記サイトにおける合計９つのＲＲＵを制御処理し、各ＲＲＵ
の間は１／３周波数再利用の方式でネットワークが構築される。このような分散型基地局
によりカバーされる領域には、無線端末との間の制御チャネルを介して無線端末との間で
単一ストリーム伝送の実施に必要な制御指令を伝送する制御ノードであるＲＲＵ１　５０
１ａと、ＲＲＵ２　５０１ｂと、ＲＲＵ３　５０１ｃとの３つのＲＲＵによりカバーされ
る無線端末ＵＥ１２０２ａと、無線端末ＵＥ２２０２ｂとが存在する。
【００５５】
　ＢＢＵ５０２は、上記実施例において説明された下りリンク伝送方法により、ネットワ
ークと無線端末との間の単一ストリーム下りリンク伝送を実現する。
【００５６】
　まず、ＢＢＵ５０２は、無線端末２０２ａにより報告されたその周辺のＲＲＵのリファ
レンス信号の受信電力（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ　ｒｅｃｅｉｖｅｄ　ｐｏｗ
ｅｒ，　ＲＳＲＰ）の測定量に基づいて、ＲＲＵ２　５０１ｂとＲＲＵ３　５０１ｃが単
一ストリーム伝送に参与する潜在ノード（即ち、上述した予選された隣接セルの無線ノー
ド）であると決定する。
【００５７】
　次に、ＢＢＵ５０２は、ＲＲＵ２　５０１ｂ、ＲＲＵ　３５０１ｃによりカバーされる
セルにリソースを利用する端末がないといった事実（例えば、ＯＩにより、当該セルの負
荷が０であると指示されている。または、分散型基地局内のセル間で単一ストリームを行
う場合に、ＢＢＵには、それに所属するＲＲＵの各々の負荷状況が記憶されているため、
ＢＢＵの外部インターフェースを介してそれに所属するＲＲＵの各々の負荷状況を取得す
る必要がない）により、さらにＲＲＵ２　５０１ｂとＲＲＵ３　５０１ｃを、端末に単一
ストリーム伝送を行う作業ノードと決定する。
【００５８】
　次に、ＢＢＵ５０２は、ＲＲＵ２　５０１ｂとＲＲＵ３　５０１ｃの負荷可能な速度に
応じて、電力制御要素の機能を考慮し、ＲＲＵ１　５０１ａと、ＲＲＵ２　５０１ｂと、
ＲＲＵ３　５０１ｃとの間で割り当てられる伝送速度を決定する。
【００５９】
　最後に、ＢＢＵ５０２は、ＲＲＵ１　５０１ａ、ＲＲＵ２　５０１ｂ、ＲＲＵ３　５０
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を用い、同時又は時分割にＲＲＵ１　５０１ａ、ＲＲＵ２　５０１ｂ、ＲＲＵ３　５０１
ｃのリソースブロックを用いて、同一伝送ブロック集合内のデータを無線端末に伝送する
。
【００６０】
　無線端末は、制御ノードであるＲＲＵ１　５０１ａにより送信された単一ストリーム指
示情報と、各無線ノードのリソースブロックの位置と、伝送ブロックの集合の伝送形式指
示情報などに基づいて、１つ又は複数の無線ノードからの、同一伝送ブロック集合に属す
るデータを復調、復号化する。
【００６１】
　本発明の上述した技術思想によれば、隣接セルの送信システム（送信チャネル）を用い
て、当該借用された隣接セルのスペクトラムにて本セルの端末にデータを送信することに
より、スペクトラム借用が複数のセルに制限されるといった関連技術の問題を解消するこ
とができる。また、電力制御措置を結び付けて、隣接セルが共通にカバーする領域を動態
的に調整することにより、周波数空間再利用の仕組みを一定に維持し、隣接セル間の干渉
を制御する前提で、端末が複数のセルの周波数帯域による共同サービスを受ける領域を向
上させ、セルエッジにある端末の伝送速度を向上させることができる。
【００６２】
　以上は、本発明の好適な実施例に過ぎず、本発明を限定するものではない。本発明は、
様々な修正や変形が可能である。本発明の精神や原則内での如何なる修正、置換、改良な
ども本発明の保護範囲内に包含される。
【符号の説明】
【００６３】
　　１ないし７　　セル
２０１ａないし２０１ｇ　　無線ノード
２０２　　端末（ＵＥ）
２０３　　端末の業務チャネル
ＢＢＵ　　ベースバンド処理ユニット
ＢＲＢ１ないしＢＲＢｎ　　他のセルのリソースブロック
ＣＱＩ　　チャネル品質指標
　ＯＩ　　過負荷指示情報
　ＲＢ　　リソースブロック
ＲＲＵ　　リモート無線ユニット
ＲＳＲＰ　　リファレンス信号の受信電力
ＳＲＢ　　サービスセルのリソースブロック
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